
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   
 
学 校 名       

北方町立北方中学校 

 
実 施 期 間 

平成２５年１０月２１日（月）、１１月１７日（日） 
１２月３日（火）、１２月４日（水）、１２月１２日（木） 

 
実 施 概 要 

教育活動を広く公開、学校の取組や生徒の様子を知っていただく。 
情報交流や意見交換を通して教育活動や学校運営の改善に活かす。 
①高校説明会・進路説明会     
②授業参観・コ－ラス鑑賞会・食育講演会 
③学年合唱集会            
④全校合唱集会  

 
実 施 内 容 

 
学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他  
 
公開の方法 
 ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
保 護 者 

 
            ３１１人 

 
 
      計    ３２６人 
 

 
地域関係者 

 
                 １５人 

 
実 施 状 況 

 

期 日 実  施  内  容 保護者 地域等 

10/21 〔高校説明会・進路説明会〕     
   ・保護者・第３学年生徒対象   ７６人  

11/17 〔授業参観〕         
〔コ－ラス鑑賞会〕      
 全校生徒・保護者対象    
〔教育講演会〕保護者対象 

２３５人 １５人 

 

 
成果及び課題 

 
○成果 
・「中学生の保護者として考えたいこと」と題して講演いただい
たことで、中学生との関わり方を伝えながら、家庭教育の一層
の充実と支援を依頼できた。 

・生徒の姿を見て率直な意見交換を行う場をもったことにより、
今後の教育活動の在り方を共に考えようという協力体制がより
一層高まることにつながった。 

 
●課題 
・保護者が教育活動に対して関心や理解をもってもらえるよう、
今後も啓発活動を継続して行っていく必要がある。そのために
も、本年度の企画運営にとらわれることなく、実態に応じた新
たな企画運営に挑戦をしていきたい。 

・参観していただいた折の反応や意見をさらに吸い上げ、「学校
評価」の一部として、今後の教育活動・学校運営に活かしてい
きたい。 

・活動に対しての教員側の準備不足と共通理解の不十分さが明ら
かになり、今後の指導の在り方を考える必要がある。 

 



 


